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１　調査概要
（１）調査目的

当機構は、野菜を使用した惣菜につい
て、平成21年から27年までのPOS（Point 
of Sales、販売時点情報管理）データを
収集し、小売店における野菜を使用した惣
菜の販売数量、販売金額などを調査するこ
とで、惣菜における野菜の直近の需要動向
を把握し、今後の野菜の需給安定の取組み
に当たっての基礎資料とすることを目的に
実施した。

なお、調査対象とした「野菜を使用した
惣菜」の範囲は以下の通りである。
　①和惣菜　　（煮物、煮浸しなど）
　②洋惣菜　　（コロッケ、ハンバーグなど）
　③中華惣菜　（ 回鍋肉、餃子、焼売、肉

まんなど）
　④韓国惣菜　（ナムル、ビビンバなど）
　⑤豆類　　　（きんとん、栗きんとんなど）

　⑥弁当　　　（幕の内など）
　⑦その他惣菜（オードブルなど）
　⑧惣菜サラダ（味付け、調理されたサラダ）

（２）調査方法
ア　調査対象期間

平成21年１月から27年12月

イ　調査対象店舗
株式会社KSP−SPおよび一般財団法人流

通システム開発センター（以下「流通シス
テム開発センター」という）が収集対象と
している全国のスーパーマーケット（平成
27年12月末現在150チェーン988店舗）。

ウ　収集POSデータから野菜を使用した惣
菜データを抽出する方法

JICFS分類（注）の「惣菜類」の中に属す
るPOSデータ（アイテム群）から、野菜

野菜需給部

惣菜の小売販売動向調査の概要

【要約】

惣菜は近年、カット野菜や冷凍野菜をはじめとする加工・業務用野菜の用途として注目
を集めている。食品スーパーなどにおける野菜を使用した惣菜の千人当たりの販売数量、
販売金額などを調査した結果、増加傾向にあるものの、アイテム数は平成27年に、販売
金額は26年から頭打ちになっている。また、平均販売価格は、原材料価格の上昇などに
より上昇傾向となっている。しかしながら、21年以降の傾向を見ると、27年の野菜名が
付された惣菜では、21年に比べ44％の増加となっている。野菜を使用した惣菜の消費は、
今後の高齢化や個食化の進展、単身世帯の増加、健康志向の強まりなどを背景に増加する
ものと推察される。
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名が付された惣菜および野菜を使用した惣
菜を抽出した。

注：JICFSとは、JAN Item Code File Service
の略称で、流通システム開発センターが管理
運営を行う「JANコード商品情報データベー
ス」システムを指す。JICFS分類は、本デー
タベースに収録されたJANコード商品情報
を効率よく利用できるように設定された
JICFS用の商品分類コード。

エ　POSデータの分類方法
流通システム開発センターの分類（惣菜

類：「和惣菜」「洋惣菜」「中華惣菜」「煮豆」「そ
の他惣菜」「サラダ」）を基本とし、ビビンバ

などの韓国惣菜に分類されるアイテムは「韓
国惣菜」と分類し、和、洋、中華における
豆類の惣菜および「煮豆」を「豆類」とし
て分類した。また、「その他惣菜」の中で、
海鮮など野菜の使用が少ないアイテム、寿
司、お握り、麺類を除いたものを「弁当」と
して分類し、野菜を使用したものを「その
他惣菜」として分類した。さらに、野菜を
使用した「サラダ」を「惣菜サラダ」とした。

オ　POSデータの出力項目および集計方法
出力項目および集計方法は、表１の通り

である。

なお、集計に用いたPOSデータには、
大型総合スーパーマーケットのデータや、
店舗内で調理している惣菜のデータが含ま
れていないことに留意しておく必要があ
る。

２　調査結果の概要
（１）年別推移
ア　アイテム数の推移

アイテム数は、PB（プライベートブラン
ド）の増加により緩やかな増加傾向にあっ
たが、平成27年には和惣菜、中華惣菜、豆
類の減少により全体も減少に転じた（図１）。

出力項目 集計方法
アイテム数 商品コードの数
千人当たり販売金額

（税抜、円）
販売金額の合計を来店客数で除して 1000 を乗じた値

（地域や業態の規模等の変動に影響なく商品の売れ行きを計ることができる指標）

表１  POSデータの出力項目および集計方法
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図１　アイテム数の推移

注：右の％は、平成27年の総計に占める各惣菜の割合（以下の図も同様）。
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27年の分類別内訳を見ると、和惣菜が
最も多く50％を占め、次いで中華惣菜
14％、豆類13％、惣菜サラダ８％、弁当
７％、洋惣菜６％となっている。

イ　千人当たりの販売金額と販売個数の推移
野菜を使用した惣菜全体の千人当たりの

販売金額は、25年まで増加傾向で推移し
ていたが、26年は、和惣菜、弁当、惣菜
サラダが減少に転じたことから全体も減少
し、さらに、27年も販売金額の３割を占
める中華惣菜や豆類も減少に転じたことに
より全体でも２年連続で減少した（図２）。

ウ　平均価格の推移
一個当たりの平均販売価格は、その他惣

菜を除き安定して推移しているものの、近

年は原材料価格の上昇などにより上昇傾向
となっている（表２）。
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図２　惣菜全体の千人当たりの販売金額の推移

（単位：円、％）

全体 和総菜 洋惣菜 中華惣菜 韓国惣菜 豆類 弁当 その他惣菜 惣菜サラダ

平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比 平均価格 対前年比

平成 21 年 172 186 168 173 239 152 332 537 126

22 年 171 99 185 99 164 98 171 99 240 100 149 98 339 102 761 142 132 105

23 年 173 101 189 102 170 104 173 101 238 99 147 99 310 91 381 50 142 108

24 年 169 98 183 97 170 100 174 100 234 98 144 98 290 94 339 89 135 95

25 年 169 100 180 98 172 101 175 101 228 97 141 98 293 101 328 97 133 99

26 年 170 101 185 103 171 99 178 102 225 99 139 99 327 112 288 88 131 98

27 年 174 102
（101）

193 104
（104）

172 101
（102）

181 102
（104）

221 98
（92）

138 99
（91）

345 106
（104）

293 102
（55）

135 103
（107）

注：（　）内は対平成21年比。

表２　平均販売価格の推移
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（２）使用されている野菜の品目別に見た惣
菜の動向

ア　全体の動向
野菜名が付された惣菜の千人当たりの販

売 金 額 は、21年 の2945円 か ら27年 は
4233円と43.74％増加している（図３）。
商品名に野菜名が付されたアイテムをその
野菜名ごとにグルーピングし、この増加率
を品目別の寄与度（21年に対する27年度

の増加率43.74％の品目別内訳）で見る
と、ばれいしょ、たけのこ、ごぼう、かぼ
ちゃ、かんしょ、だいこん、れんこん、さ
といも、そらまめなどの名称が付された惣
菜の増加の寄与度が大きい。一方、えんど
う（えんどう豆、さやえんどう）、ねぎ、
アスパラガスなどの名称が付された惣菜は
減少となっている（表３）。
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図３　商品名に付された品目名で分類した惣菜の千人当たり販売金額の割合
平成21年

平成21年：2,945円

平成27年

平成27年：4,233円
（対21年増加率43.74％）

（単位：円、％）

使用野菜名 平成 21 年 平成 27 年 増減 寄与度
ばれいしょ 165 395 230 7.81
たけのこ 569 784 215 7.29
ごぼう 248 410 162 5.51
かぼちゃ 32 138 106 3.61
かんしょ 260 356 96 3.28
だいこん 65 137 72 2.46
れんこん 73 145 72 2.44
さといも 90 160 70 2.36
そらまめ 218 288 69 2.36
キャベツ 94 143 49 1.67
アスパラガス 13 3 ▲ 10 ▲ 0.34
ねぎ 21 7 ▲ 14 ▲ 0.47
いんげん 227 211 ▲ 16 ▲ 0.55
ふき 141 105 ▲ 35 ▲ 1.20
えんどう 52 14 ▲ 38 ▲ 1.28
その他 677 936 260 8.81

合　計 2,945 4,233 1,288 43.74

表３　増加率43.74％への寄与度（平成21年と平成27年の比較）
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イ　増加した主な野菜名が付された惣菜
①ばれいしょ

商品名に「ばれいしょ」が付された惣菜
の千人当たりの販売金額は、25年までは
増加傾向であったが、26年以降は緩やか
な増加傾向で推移している（表４、図４）。

分類別内訳を見ると、惣菜サラダが最も

金額が多く、そのほとんどがポテトサラダ
であるが、26年以降大幅に減少している。
一方、和惣菜、洋惣菜が増加し、さらに
27年は、中華惣菜も増加している。なお、
アイテム数は、PBの増加により緩やかな
増加傾向となっている（図５）。

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 165 206 258 321 385 393 395（239）
　惣菜サラダ 54 108 162 224 290 270 200（373）
　　ポテトサラダ 53 107 160 222 288 268 197（375）
　　その他サラダ 1 1 2 2 3 3 3（257）
　和惣菜 27 32 35 41 34 42 60（222）
　　肉じゃが 14 18 21 28 24 31 50（355）
　　その他和惣菜 13 14 14 13 10 11 10 （80）
　洋惣菜 85 65 61 57 60 80 87（103）
　　ばれいしょコロッケ 42 33 36 28 31 33 36 （85）
　　じゃがバター 5 7 8 7 6 7 7（132）
　　ばれいしょグラタン 0 0 0 0 3 20 24 （─）
　　その他洋惣菜 37 26 17 22 19 19 21 （56）
　中華惣菜 0 1 0 0 0 0 48 （─）
注：（　）内は対平成21年比。

表４　千人当たり販売金額の推移（ばれいしょの名称が付された惣菜）
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図４　 千人当たり販売金額の推移（ばれいし
ょの名称が付された惣菜）
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図５　 アイテム数の推移（ばれいしょの名称
が付された惣菜）
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②ごぼう
商品名に「ごぼう」が付された惣菜の千

人当たりの販売金額は、25年までは増加
傾向で推移していたが、26年以降は横ば
いで推移している（表５、図６）。分類別
内訳を見ると、惣菜サラダが、25年まで
は増加傾向にあったが26年以降緩やかな
減少傾向で推移し、代わって、和惣菜が増
加傾向で推移している。

和惣菜の推移を見ると、きんぴらごぼう
が26年以降で緩やかな減少傾向で推移し
ているものの、たたきごぼうや鶏ごぼうな
どの煮物の増加により、全体では増加傾向
で推移している。なお、アイテム数は、
26年まで増加傾向であったが、27年は不
作による国産原料不足によるアイテムの集
約化により減少した（図７）。
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図７　 アイテム数の推移（ごぼうの名称が付
された惣菜）

図６　 千人当たり販売金額の推移（ごぼうの
名称が付された惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 248 276 315 347 395 398 410（165）
　惣菜サラダ 108 129 155 170 186 181 165（152）
　和惣菜 140 147 160 176 209 217 245（176）
　　きんぴらごぼう 25 30 40 49 60 58 57（228）
　　カットごぼう 58 50 41 40 41 45 50 （86）
　　たたきごぼう 10 10 10 10 25 33 38（367）
　　鶏ごぼう 12 12 13 13 13 12 28（236）
　　ごぼう煮しめ 15 14 16 17 19 19 22（150）
　　その他和惣菜 20 31 40 47 51 50 50（252）
注：（　）内は対平成21年比。

表５　千人当たり販売金額の推移（ごぼうの名称が付された惣菜）
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③かぼちゃ
商品名に「かぼちゃ」が付された惣菜の

千人当たりの販売金額は、25年までは増
加傾向であったが、26年以降ではほぼ横
ばいで推移している（表６、図８）。

分類別内訳を見ると、惣菜サラダが27

年に減少したものの、かぼちゃ煮などの和
惣菜が増加傾向で推移している。

なお、アイテム数は、25年までは増加
傾向で推移し26年はやや減少したものの
27年は増加に転じている（図９）。
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図８　 千人当たり販売金額の推移（かぼちゃ
の名称が付された惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 32 47 78 105 139 140 138（436）
　惣菜サラダ 8 13 25 39 65 65 51（640）
　　かぼちゃサラダ 6 12 23 39 65 65 51（916）
　　その他サラダ 2 1 1 0 0 0 0 （─）
　和惣菜 19 33 53 66 72 75 85（442）
　　かぼちゃ煮 14 22 41 54 67 74 80（591）
　　その他和惣菜 6 11 12 12 5 0 6 （95）
　洋惣菜 4 1 0 0 2 1 2 （41）
注：（　）内は対平成21年比。

表６　千人当たり販売金額の推移（かぼちゃの名称が付された惣菜）
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図９　 アイテム数の推移（かぼちゃの名称が
付された惣菜）
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④かんしょ
商品名に「かんしょ」が付された惣菜の

千人当たりの販売金額は、25年までは増
加傾向であったが26年は減少に転じ、27
年はほぼ横ばいで推移している（表７、図
10）。

分類別内訳を見ると、和惣菜が99％と
ほとんどを占め、そのうちの7割が栗きん
とん、さつまいも煮が占め、これに焼きい

もを加えると９割を占めている。
和惣菜の推移を見ると、栗きんとんが

25年以降減少に転じ、さつまいも煮も27
年に減少している。焼きいもは、25年に
減少したものの26年以降増加している。

なお、アイテム数は、26年までは増加
傾向で推移していたが、27年は減少した

（図11）。

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

平成21 22 23 24 25 26 27 

（円） 

（年）

惣菜サラダ 和惣菜 洋惣菜 

99%

図10　 千人当たり販売金額の推移（かんしょ
の名称が付された惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 260 309 341 367 378 355 356（137）
　惣菜サラダ 2 12 17 21 20 10 2（107）
　和惣菜 258 296 325 347 358 344 354（137）
　　栗きんとん 118 127 153 155 147 135 135（114）
　　さつまいも煮 69 78 94 104 123 125 115（167）
　　焼きいも 53 65 52 67 61 63 84（158）
　　その他和惣菜 17 26 25 21 27 21 19（112）
　洋惣菜 0 1 0 0 0 1 1 （─）
注：（　）内は対平成21年比。

表７　千人当たり販売金額の推移（かんしょの名称が付された惣菜）
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図11　 アイテム数の推移（かんしょの名称が
付された惣菜）
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⑤だいこん
商品名に「だいこん」が付された惣菜の

千人当たりの販売金額は、26年には減少
に転じたものの、27年には再び大幅に増
加している（表８、図12）。

分類別内訳を見ると、和惣菜が９割とほ
とんどを占め、そのうち大根煮物が４割を
占め、これに切干大根を加えると７割を占
める。和惣菜の推移を見ると、大根煮物は
24年に増加傾向から減少に転じ、その後
横ばいで推移したものの27年には再び増

加し、切干大根はほぼ増加傾向で推移し、
その他和惣菜は増加傾向で推移しているこ
とから、全体では増加傾向で推移してい
る。一方、惣菜サラダは、22年以降、減
少傾向で推移し、24年、25年に増加に転
じたものの、26年以降に再び減少傾向に
転じている。

なお、アイテム数は、和惣菜は増加傾向
で推移しているものの、惣菜サラダが減少
傾向で推移していることから、27年はわ
ずかに減少した（図13）。

表８　千人当たり販売金額の推移（だいこんの名称が付された惣菜）
（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 65 75 74 84 110 100 137（211）
　惣菜サラダ 24 18 7 19 24 10 3 （11）
　和惣菜 41 57 67 65 86 90 125（303）
　　大根煮物 18 30 35 32 33 31 50（285）
　　切干大根 17 20 23 22 35 33 43（247）
　　その他和惣菜 6 8 9 11 18 26 32（511）
　中華惣菜（豚バラ大根） 0 0 0 0 0 0 10 （─）
注：（　）内は対平成21年比。
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図12　 千人当たり販売金額の推移（だいこん
の名称が付された惣菜）
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図13　 アイテム数の推移（だいこんの名称が
付された惣菜）
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⑥れんこん
商品名に「れんこん」が付された惣菜の

千人当たりの販売金額は、24年まで増加
傾向で推移し、25年以降はほぼ横ばいで
あったが、27年は再び増加した（表９、
図14）。

分類別内訳を見ると、和惣菜が87％を
占め、そのうち、きんぴらと水煮が６割を
占めている。和惣菜の推移を見ると、きん
ぴら、水煮が24年まで増加傾向で推移し、
25年にはどちらも減少したが、水煮は26
年以降増加し、きんぴらも27年は増加し

た。このため、和惣菜全体では、24年ま
で増加傾向で推移し、25年は減少したも
のの、27年は増加に転じた。

れんこんは、ポリフェノールなどによる
抗アレルギー作用が注目されていることか
ら、惣菜サラダは25年に大幅に増加し、
26年以降はほぼ横ばいで推移している。

なお、アイテム数は、25年まで増加傾
向で推移していたが、26年以降は、原料
の主要輸入先国である中国の不作による原
料不足から、アイテムが集約化され減少し
た（図15）。
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図14　 千人当たり販売金額の推移（れんこん
の名称が付された惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 73 82 117 135 137 136 145（199）
　惣菜サラダ 0 0 0 3 19 18 18 （─）
　和惣菜 72 82 116 132 118 118 126（175）
　　きんぴら 11 16 38 41 38 37 42（384）
　　水煮 20 27 35 39 21 27 28（141）
　　スライス 9 10 10 11 16 13 17（178）
　　辛子れんこん 10 6 5 6 6 7 7 （─）
　　その他和惣菜 33 30 33 41 45 41 40（124）
注：（　）内は対平成21年比。

表９　千人当たり販売金額の推移（れんこんの名称が付された惣菜）
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図15　 アイテム数の推移（れんこんの名称が
付された惣菜）
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⑦さといも
商品名に「さといも」が付された惣菜の

千人当たりの販売金額は、全て、煮物、う
ま煮、海鮮煮物といった和惣菜となってい
る。その推移を見ると、23年までは、う
ま煮、海鮮煮物が増加したことにより増加
傾向で推移し、24年以降はほぼ横ばいと
なっている（表10、図16）。

26年以降は、原料の主要輸入先国であ

る中国における天候不順、円安による輸入
価格の上昇による販売価格上昇（25年
168円、27年183円）から千人当たり販
売個数が減少（千人当たりの販売個数26
年1.1個、27年0.9個）し、全体も減少傾
向となっている。

なお、アイテム数は、25年まで増加傾
向で推移していたが、26年以降は横ばい
となっている（図17）。

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 ( 和惣菜 ) 90 129 179 176 180 175 160（177）
　さといも煮物 57 48 42 46 61 61 59（105）
　さといもうま煮 5 27 47 51 51 48 52（959）
　さといも ( 海鮮煮物 ) 10 39 77 65 50 52 44（430）
　その他和惣菜 18 16 13 14 18 14 5 （25）
注：（　）内は対平成21年比。

表10　千人当たり販売金額の推移（さといもの名称が付された惣菜）
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図16　 千人当たり販売金額の推移（さといも
の名称が付された惣菜）
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図17　 アイテム数の推移（さといもの名称が
付された惣菜）

ウ　減少した主な野菜名が付された惣菜
①ねぎ

商品名に「ねぎ」が付された惣菜の千人
当たりの販売金額は、22年をピークとし
て、25年に販売価格の上昇により増加し

たものの、減少傾向で推移している（表
11、図18）。分類別内訳を見ると、主体
である和惣菜が大きく減少している。ま
た、アイテム数も減少傾向で推移している

（図19）。
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図18　 千人当たり販売金額の推移（ねぎの名
称が付された惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 21 29 18 10 19 7 7 （32）
　惣菜サラダ 3 3 2 2 1 1 0 （0）
　和惣菜 18 27 16 8 18 7 7 （37）
　　ねぎ焼き 7 6 5 2 2 2 2 （31）
　　その他和惣菜 11 21 11 6 16 5 5 （46）
注：（　）内は対平成21年比。

表11　千人当たり販売金額の推移（ねぎの名称が付された惣菜）
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②アスパラガス
商品名に「アスパラガス」が付された惣

菜の千人当たりの販売金額は、主体である
和惣菜の増減にあわせて推移しており、

22年をピークに、減少傾向で推移してい
る（表12、図20）。

アイテム数も、22年をピークに減少傾
向となっている（図21）。
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図19　 アイテム数の推移（ねぎの名称が付さ
れた惣菜）

（単位：円、％）

平成 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年
全体 13.1 22.2 11.1 15.9 12.4 10.3 3.1 （23）
　和惣菜 11.5 22.0 10.9 15.6 12.0 10.1 3.0 （26）
　　アスパラお浸し 11.5 21.5 10.9 14.9 11.2 9.5 2.6 （23）
　　その他和惣菜 0.0 0.5 0.0 0.7 0.8 0.6 5.0 （─）
　洋惣菜 1.6 0.3 0.2 0.2 0.4 0.2 0.0 （─）
　　アスパラベーコン 1.5 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.0 （─）
　　その他洋惣菜 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （─）
注：（　）内は対平成21年比。

表12　千人当たり販売金額の推移（アスパラガスの名称が付された惣菜）
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図20　 千人当たり販売金額の推移（アスパラ
ガスの名称が付された惣菜）
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図21　 アイテム数の推移（アスパラガスの名
称が付された惣菜）
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エ　その他増減した野菜名が付された惣菜
千人当たりの販売金額が最も多いのは、

商品名に「たけのこ」が付された惣菜であ
る。ほぼ全てが和惣菜であり、26年まで
は増加傾向で推移していたが、27年は減
少に転じている（図22）。
「いんげん」が付された惣菜は、煮豆が

多く、24年までは減少傾向で推移してい
たが、25年以降は増加傾向で推移してい
る（図23）。
「ふき」が付された惣菜は、全て和惣菜

で、23年まで減少傾向で推移し、24年に
増加に転じたものの、25年以降再び減少
傾向で推移している（図24）。

図22　 千人当たり販売金額の推移（たけのこ
の名称が付された惣菜）
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図23　 千人当たり販売金額の推移（いんげん
の名称が付された惣菜）

図24　千人当たり販売金額の推移（ふきの名称が付された惣菜）
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３　野菜を使用した惣菜の市場規模推計
日本惣菜協会の推計によれば、25年に

おける惣菜の市場規模は８兆8962億円と
されている。一方、本調査のPOSデータ
における25年の惣菜の販売額は244億円、
このうち、野菜を使用した惣菜販売額は
141億円と57.1％を占めることから、野
菜を使用した惣菜の市場規模は、５兆797
億円と推計される。

また、当機構が27年度に実施した「平
成27年度惣菜用野菜の需要構造実態調査」
によれば、惣菜事業者の惣菜販売額に占め
る野菜仕入額の割合は14.0％であること
から、惣菜原料野菜の市場規模は7112億
円と推計される。同調査が推計した国産野
菜の使用割合（約70％）を用いると、国
産の惣菜原料野菜の市場規模は4978億円
と推計される。

25年の野菜の農業産出額は２兆5159億

円（生産農業所得統計　野菜＋豆類＋いも
類）であることから、国内野菜産出額の約
20％が惣菜仕向けと推計される。

４　今後の野菜を使用した惣菜の消費
総務省「家計調査」により調理食品の世

帯主の年齢階層別一人当たり支出金額の変
化率を見ると、二人以上世帯、単身世帯と
もに、全年齢階層で増加しており、二人以
上世帯では60歳代、単身世帯では、34歳
以下の階層で変化率が特に高い（図25）。

厚生労働省「国民生活基礎調査」によれ
ば、「単独世帯」「高齢者世帯」「夫婦のみ
の世帯」「ひとり親と未婚の子のみの世帯」
は増加傾向にある。家計における惣菜の消
費は今後も、高齢化や個食化の進展、単身
世帯の増加などを背景に増加すると推察さ
れる。

図25　一人当たり調理食品購入金額の年齢階層別変化率

資料：総務省「家計調査」
　注：平成21年を100とした数字。
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